
水
泳
の
男
子
２
０
０
房
個
人
メ
ド
レ
ー
で
森
隆
弘
選
手
が
見
事
ア
テ

ネ
五
輸
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

森
選
手
の
祖
父
母
で
河
原

・
黒
岩
に
お
住
ま
い
の
森
助
郎
さ
ん
、
鶴

美
さ
ん
は

「
（五
輸
出
場
を
）
聞
い
た
と
き
は
び

っ
く
り
し
た
。
ず

っ

と
目
標
に
し
て
い
た
こ
と
な
の
で
、
願
い
が
か
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
五

輪
で
も
メ
ダ
ル
を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
森
選
手
は
、
４
年
前
の
シ
ド
ニ
ー
五
輪
出
場
を
惜
し
く
も
逃
し
た
も

の
の
、
中
国
で
行
わ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
で
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
す
る
な
ど
数
々
の
世
界
大
会
で
活
躍
。
今
回
そ
の
夢
を
実
現
さ

せ
た
森
選
手
は

「４
年
前
か
ら
待

っ
て
い
た
。
五
輪
代
表
に
入
れ
て
う

れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

森隆弘選手(本籍高森町)

7テネオl′ンピック出場

●

右が森隆弘選手

武田 福栄さん

●

永野原 。大仲野 19歳
●お仕事
ヤマ ト運輸高森宅急便
センターに勤務してい

ます。

●趣味
カラオケ。 ドライブ。
●一番やりたいこと

友だちと温泉に行きた
い 。

●理想のタイプ
お互いを高めていける
人。

高森町の人口の動き
世帯数/2,672戸 (+18)
男 :3,648人 (+7)/女 :3,976人 (+3)
総 数/7,624人 (+10)
(平成16年4月 30日 現在)

」
==L日

、何年ぶりになるでしょうか、ホタルを見まし
ノ し た。ホタルの飛び交う光景はとて も幻想的で、 しば

高森町マスコツト

‖o,538平成16年6月 5日発行
らく見入ってしまいました。ホタルは水のきれいな場所が
生息に適しており、環境を整備してあげることが大切だと
いうことでした。
6月 は環境月間です。洗濯、風呂、台所、トイレなどの排水
は、流れてしまえばその先は見えません。しかし、排水口
の先には川や海など自然の営みがあります。生活排水によ
る河川の汚れは、私たちの家庭におけるほんの少しの心が

けや工夫で改善することができるのではないでしょうか。

来年もたくさんのホタルに出会えることを願っています。

発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
印刷/(株 )熊本新生社印刷
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
７

月
１１
日

（
日
）
（予
定
）
が
投
票

日
で
す
。

国
政
は
あ
な
た
の
１
票
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
選
挙
を
生
か
し

自
覚
と
良
識
あ
る
１
票
を
投
じ
ま

し
よ
う
。

投
票
す
る
と
き

の
注
意

■
投
票
で
き
る
人

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
。
登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、

満
２０
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、
３

か
月
以
上
続
け
て
本
町
に
住
所
が

あ
る
人
で
す
。

■
投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

投
票
所
入
場
券
は
、
１
人
に
１

枚
ず

つ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

紛
失
し
た
人
で
も
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
。
な
お
、
お
手
数
で
す
が
本

人
を
確
認
で
き
る
も
の

（運
転
免

許
証
・保
険
証
な
ど
）
を
持
参
し
、

投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

■
投
票
所
の
確
認
を

今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

か
ら
、
投
票
所
が
変
更
に
な

っ
た

場
所
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
間

違
い
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

期

日
前
投
票

・
不
在
者
投
票

■
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
レ
ジ
ャ
ー
や
買

い
物
な
ど
何
ら
か
の
都
合
で
投
票

所

へ
行
け
な
い
人
、
あ
る
い
は
仕

事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
が
あ

る
人
も
、
投
票
区
域
を
問
わ
ず
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

○
期
間
６
月
２５
日

（金
）
か
ら
●

７
月
・０
日

（土
）
ま
で

（予
定
）

（土

ｏ
日
も
で
き
ま
す
。
）

○
時
間
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

○
場
所
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

○
持
参
す
る
も
の

投
票
所
入
場
券

■
不
在
者
投
票

病
院
に
入
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の

施
設
が
不
在
者
投
票
施
設
に
認
定

さ
れ
て
い
れ
ば
、
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ

６

２

１

１

１

１

１

担
当
　
本
川
　
宰

美 芙蓉館     朋 朋遊館     温 高森温泉館
上 上町集会所   基 基幹集落センター 自 白水保健センター
林 林業総合センター 休 休暇村南阿蘇  議 議場

．　
　
　
　
　
　
　
　
い

い
　

　

　

　

■

，げ
４
“
Ｅ
,ノ

死及▼  ヽ

員
重
帝
理
季

●

●   ● ●
君
の
声
未
来
に
届
く
投
票
日

あな 投票所はこちらです

あリカゞ
｀
どうご
｀
ぎ
｀
ヽ`ました(敬称略)おけみもうにあげます

2004年 4月 受付分 (敬称略)

工藤 秀継
谷川エミ子

中尾多美子

古木ヒデ子

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>荒牧 博史
下田 龍浩
佐竹 教子
岩下 誠一
平井ツルミ

[死亡者]

楢木野ナルエ

荒牧美喜江

佐伯 キツ
牛嶋今朝春

工藤ハツエ

佐竹 邦雄
松尾キヌエ

[御遺族]

楢木野菊夫

荒牧 博史
佐伯 隆昌
牛嶋ミツ子

工藤 秀継
佐竹 教子
松尾 敏彦

[年齢]

89

83

93

71

81

83

85

[住 所]

高森 。昭和

高森・村 山

高森・村 山

上色見。大村

高森・昭和

高森・下 町

高森 。上在

■広報送料寄付

遠山 博昭 (熊本市長嶺南 )
谷川エミ子 (菊池郡西合志町 )

大谷 峯子 (奈良県五條市 )
二子石辰子 (愛知県豊田市 )

菅 昭一朗 (宮崎県延岡市 )
高橋 キヌ (千葉県鎌ヶ谷市 )
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日脳予防接種′/林

14:40～

6/ρ勿
役場支払日 ′こ酒己ごとオロ談/美

13:00´ヽ́15:00

よい歯の数室/林
13:30^ν

どぎゃん会/朋
9:30～
マタニティ料理教室/白

11:00～

万年青会/上
10:00～

友遊クラブ/芙
13:30^ツ

12

議会定例会/議
10:00へ´(18 日
まで)

役場:蜘
高森温泉館休館日
/温
野菊の会/朋
9:30～

心配ごと相談/基 :

10:00へ 1́2:001
3か月児健診/林 :

13:30～     |

囃郎
高森温泉館休館日
/温
血管若返り教室/林
9:30～
友遊クラブ/芙
13:30^マ

高森温泉館休館日
/i」邑

心配ごと相談/朋
10:00ヘン12:00

19

イ賜 刻 |ム日  |
年金相談/林  |
10:00′ヽ́15:00:
日脳予防接種/林

|

14:00～      :

二 ■|

血管若返り教室/林

9:30～
機能訓練あゆみ会/温

13:30～
友遊クラブ/芙

13:30～

26鰤鼈

血管若返り教室/林
9:30^V

9⑮
轟腑 景

はな しのぶ コン

サート/休
10:30^‐

犠
爵
ご

警ｆ
躍丸

（
５

4
湧水トンネル七タ

まつり

9:00～ 20:00
(7日 まで )

役場支払日 心配ごと相談/芙
i

13:00～ 15:001

子育て教室/林 i

10
万年青会/上
10:00～

T akarnori alendar たかもリカレンダー  ■6月 6日～7月 10日
鷹騰鋼罰  1目 鰤翻慶鵬謳 1田剛麗

第 1投票区 草部中学校体育館 大字草部・菅山・芹口・永野原・下切一円

大字中・矢津田一円第 2投票区 高森自然学校

高森町林業センター 大字津留・野尻一円第 3投票区

河原老人憩いの家 大字尾下・河原―円

大字高森の内、村山・上在第 5投票区 上在いこいの家

高森中学校体育館 大字高森の内、昭和・旭通第 6投票区

下町公民館 大字高森の内、天神・上町・下町・横町

大字高森の内、冬野・森・津留第 8投票区 南公民館

第 9投票区 色見生涯学習センター 大字色見―円

第 10投票区 上色見生涯学習センター 大字上色見―円

■S●n

7/1

「 「
巨由
L二

午
前
■
時
か
ら
午
後
●
時
ま
で

轟面画

）
Λ
予
定
）

は
，

月

投■1票■1区 区 域投 |1票■・ ‐所

第 4投票区

第 7投票区



鰺
お
問
い
合
わ
せ
先

は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

「阿
蘇
の
野
の
花
歌
詞
募
集
」
係

（休
暇
村
南
阿
蘇
内
）

■
６
２
‐２
１
１
１

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
が
原
因
で
起
こ

り
ま
す
。
１
時
間
に
２０
ミ
リ
以
上
、
ま
た
は

降
り
始
め
か
ら
１
０
０
ミ
リ
以
上
に
な
っ
た

ら
要
注
意
―
気
象
情
報
な
ど
に
気
を
配
り
ま

し
よ
う
。

高
森
町
役
場
に
土
砂
災
害
１
１
０
番
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

漑
お
問
い
合
わ
せ
先

土
砂
災
害
１
１
０
番

ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
４
２
）」

中
原
墓
地
使
用
受
付
中

町
で
は
墓
地
の
使
用
申
込
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
場
所
は
、
駅
前
団
地
横
の
踏

切
を
西
に
行

っ
た
字
中
原
１
５
２
１
番
地

で
す
。
区
画
数
は
６８
区
画

（
現
使
用
数
５４
区

画
）
で
、
水
道
、
電
気
も
完
備
さ
れ
て
お

水
道
使
用
料
の
地
域
格
差
の
解
消
と
適

正
化
を
図
る
た
め
、
７
月
１
日
か
ら
料
金

が
改
正
さ
れ
ま
す
。

料
金
は
、
ｌ
ヵ
月
に
つ
き
、
下
の
表
に

よ
り
算
定
し
た
基
本
料
金
と
超
過
料
金
の

合
計
額
に
消
費
税
を
加
算
し
た
金
額
で
す
。

１０
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ

れ
を
四
捨
五
入
し
ま
す
。

な
お
、
臨
時
用
は
従
来
ど
お
り
１
立
方

メ
ー
ト
ル
に
つ
き
、
２
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

り
、
１
区
画
の
使
用
料
は
２２
万
５
千
円
。

別
に
維
持
管
理
費
と
し
て
年
千
円
が
必
要

で
す
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
財
産
管
理
係

ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
１
７
）

鰊
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
２
４
２
）

高
森
出
身
の
皆
様
ヘ

「
広
報
た
か
も
り
」
か
ら

○
転
居
の
と
き
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不
明
で
返
送
さ

れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

○
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と

へ
の
想
い
や
近
況
報
告
、
た

か
も
り
の
発
展
に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街

の
紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
本
誌

で
紹
介
し
ま
す
。

○
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す本
誌
は
毎
月
３
、
３
０
０
部
を
印
刷
し
、

町
内
配
布
と
共
に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

の
高
森
出
身
の
皆
様
に
も
お
送
り
し
て
「ふ

る
さ
と
の
便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

本

誌

は
郵
送

の
場
合
、

ｌ

ヶ
月

に

１
４
０
円
か
か
り
ま
す
。
（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為
替
な
ど
）
や
、

９０
円
以
下
の
少
額
切
手
で
１
年
分
程
度
の

ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

輻
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
係

ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
２
１
２
）

●

児
童
手
当
と
は

児
童
手
当
制
度
は
、
義
務
教
育
就
学
前

の
児
童

（６
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
３１
日
ま
で
の
児
童
）
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前

年
の
所
得

（１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
月
分

の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
が

一
定
以

上
の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

第
１
子
と
第
２
子
に

つ
い
て
は
月
額

５
千
円
、
第
３
子
以
降
は
月
額
１
万
円
で

す
。

「
児
童
手
当
現
況
届
」

は
６
月
中

に
提

出
を

！

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

６
月
中
に

「児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
け
は
、

毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。こ
の
届
け
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
等

☆
年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
申
立
書

日
話
日

臭
曜
近
曜

□
金
最
土

請
求
者
が
被
用
者

（サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
）

で
あ
る
場
合
に
提
出

☆
前
住
所
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る
児

童
手
当
用
所
得
証
明
書

（
６
月
１
日
以

降
の
証
明
の
あ
る
も
の
）

高
森
町
に
平
成
１６
年
１
月
１
日
に
住
所

が
な
か
っ
た
場
合
に
提
出

☆
こ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
書
類
が

あ
り
ま
す
。

※
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
を
、
現
行

の
義
務
教
育
就
学
前
か
ら
小
学
校
３
年

生
修
了
前
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予

定
で
す
が
、
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
決
定
次
第
対
象
者
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

笏
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
２
）

７
月

１

日

か
ら

水
道
使
用
料
が
改
正
さ
れ
ま
す

雉
お
問
い
合
わ
せ
先

水
資
源
対
策
課

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
３
１
）

九
州
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル

フ
交
歓
熊
本
大
会

１０
月
２
日

（土
）
と
３
日

（日
）
の
両
日
、

本
町
に
お
い
て
九
州
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド

・

ゴ
ル
フ
交
歓
熊
本
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
約
２
０
０
０
人
の
選
手
、
役
員

が
来
町
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

○
会
場
　
山
村
広
場
／
町
民
体
育
館
／
休

暇
村
南
阿
蘇

料 金   超
1日    新 1日

1立方傷に 1立方傷に

つき140円 つき 120円

■

基本水量 ぅ本
莉

800円
1立方傷に 1立方傷に

~~~'・
つき140円 つき 130円

●   ●

●

10立方鷲元

まで

10立方1元

まで

10立方薇元

まで

1,000円   800円

1,000円

1,200円  1,200円
1立方傷に 1立方傷に

つき 140円 つき 120円

中原墓地

_月曜日
◎ 6月のテーマ    バイアグラ|こついて

餞火曜日
ノb臓病とバイアグラ
隷水曜日
匂いがわからない
閾木曜日

題の C型肝炎
・ 日曜日

性教育シリー要③

健康問題を .`

平 田 医 院

中 村 医 院

馬 原 内科 医 院

立 野 病 院

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

TEL 62-0216

TEL 67-2333

TEL 62-0646

TEL 68-0111

TEL 62-0378

T肌 62-3351

TEL 67-1777

24時間.    '
日師 りで   ヽ_
篠|′します/m

14

色見保育園児

3.  TAKAMORI TOW/N-2004.0`

使用量 (1専用栓 lヵ 月につき)

本
鑢
熊
０

♂
一『

鬱

嬌

蛉
鴨
´
略

◎お知らせのべ■ジ

「
「‐
　
コ

■■■■―

111‐ | | | ‐|||1市

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方

へ

6月 13日

6月 20日

6月 27日

7月 4日

7月 11日

7月 18日

7月 19日

給 水 区 域

膏
‐
‐
‐
泰IⅢ暉、色見地区1赤羽根地区、
草部地区、野尻地区 |

草河原地区

犀下

“

区、高尾野地区、河原地区、

味鳥地区、峰の宿地区、永野地区、

蔵地地区.下切地区、上玉来地区

診療は午前9時から午後5時まで
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草部中学校
遠足帰りにゴミ拾いe

③
現
在
学
生
で
は
な
い

④
開
講
日
に
お
い
て
６５
歳
未
満

⑤
過
去
に
同

一
内
容
の
当
セ
ミ
ナ
ー
講

習
会
を
受
講
し
て
い
な
い

○
期
　
間

７
月
２１
日
～
７
月
２８
日

（月
～
金
）

計
６
日
間

○
時
　
間

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

（１
日
５
時
間
）

○
内
　
容

自

己
Ｐ
Ｒ
方
法
、
面
接
技
法
、
履
歴

書

の
書
き
方
、
就
職
先

の
探
し
方
な

ど
、　
一
歩
先
を
行
く

「就
職
活
動
の
ノ

ウ
ハ
ウ
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
内
容
で
す
。

○
会
　
場

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

籠
本ヽ
市
）

○
定
　
員

１０
人

（申
込
書
と
面
接
選
考
に
よ
り
、

受
講
者
を
決
定
し
ま
す
）

○
申
込
受
付

日
時
　
７
月
５
日

（月
）
。
６
日

（火
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

会
場
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

９
階
　
会
議
室
３

※
事
前
受
付
や
電
話
受
付
は
行

っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
右
記
の
日
時

。
会
場
に
、
申

込
者
ご
本
人
が
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
市
手
取
本
町
８
‐９

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

５

５

１
４

３

０

９

●

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会

○
申
込
資
格
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

①
現
在
就
職
希
望
し
て
い
る

②
雇
用
保
険
受
給
の
対
象
外
で
あ
る

③
全
日
程
出
席
で
き
る

④
現
在
学
生
で
は
な
い

⑤
開
講
日
に
お
い
て
６５
歳
未
満
で
あ
る

⑥
過
去
に
、
同

一
内
容
を
含
ん
だ
当
セ
ン

タ
ー
の
講
習
会
を
受
講
し
て
い
な
い

○
期
　
間

８
月
５
日
～
９
月
２７
日

（月
～
金
）

計
３２
日
間

○
時
　
間

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

（１
日
５
時
間
）

○
内
　
容

・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

（１
日
間
）

・
パ
ソ
コ
ン

・
ワ
ー
ド

（１７
日
間
）

ワ
ー
プ

ロ
ソ
フ
ト

「
ワ
ー
ド
」
で
文

書
作
成
を
学
び
、
ワ
ー
ド
講
習
最
終

日
に
ワ
ー
プ

ロ
３
級
検
定
試
験
を
実

施
。

・
パ
ソ
コ
ン

・
エ
ク
セ
ル

（１４
日
間
）

表
計
算
ソ
フ
ト

「
エ
ク
セ
ル
」
で
表

作
成
、
関
数
、
グ
ラ
フ
作
成
等
を
学
び
、

エ
ク
セ
ル
講
習
最
終
日
に
表
計
算
３

級
検
定
試
験
を
実
施
。

○
会
　
場

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

窯
本
市
）

○
定
　
員

３０
人

（申
込
書
と
面
接
選
考
に
よ
り
、

受
講
者
を
決
定
し
ま
す
）

○
申
込
受
付

日
時
　
７
月
５
日

（月
）
・
６
日

（火
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

会
場
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

９
階
　
会
議
室
３

※
事
前
受
付
や
電
話
受
付
は
行

っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
右
記
の
日
時

・
会
場
に
、
申

込
者
ご
本
人
が
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

蜻
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
市
手
取
本
町
８
‐９

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

５

５

１
４

３

０

９

６
月
２１
日

（月
）
ま
で
、
観
光
協
会
ま

で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

○
作
品
の
サ
イ
ズ
　
自
由

○
審
　
査
　
６
月
２７
日

（日
）

※
優
秀
作
品
に
は
賞
状
及
び
記
念
品
贈
呈

粒
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
観
光
協
会
　
ＴＥＬ
６
２
‐２
２
３
３

コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
く
側
か
ら
あ
な
た
も

演
奏
に
参
加
す
る
側
に
ま
わ

っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
阿
蘇
の

「野
の
花
に
捧
げ
る
歌
詞
」

「野
の
花
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
の
歌
詞
」
な

ど
、
２
番
ま
た
は
３
番
ま
で
作

っ
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

入
賞
者
に
は
１
月
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
、

平
成
１７
年
６
月
第
４
日
曜
日
に
開
催
予
定

の
は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
受
賞

式
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
特
選
作
品
に
は

林
田
戦
太
郎
氏

（作
曲
家
）
が
作
曲
し
、

当
日
コ
ン
サ
ー
ト
で
発
表
し
ま
す
。

○
締
切
日
　
Ｈ
月
３０
日
（
火
）

草部中学校生徒21人と先生12人が新入生歓迎

遠足とあわせてゴミ拾いを実施しました。青年

の山からの帰り道を地区ごとに別れ、沿道のゴ

ミを集めて帰宅。 4回 目となる今年は、昨年よ

りもゴミが増えていたようで、生徒たちはゴミ

の多さにびっくりしていました。

奥阿蘇物産館再開

昨年 11月 から休館していた奥阿蘇物産館が、 6
か月ぶ りに営業を再開しました。

奥阿蘇物産館では、野菜、花、花苗、加工品等地

元で生産されたものを安価で皆さまに提供するよう

努力していきますので、奥阿蘇キャンプ場同様たく

さんの方のご利用をお待ちしています。

■お問い合わせ先 高森町大字草部 1170-2
奥阿蘇物産館

TEL 0967-64-0134

甲斐利雄さんに感謝状

熊本市島町の甲斐利雄さんが、生まれ故郷の尾下

地区についてまとめた 「尾下の自然と歴史」 25冊
を町に寄贈され、感謝状が贈られました。

甲斐さんは昨年 2月 から尾下地区に通い、地域住

民から聞き取りしたり、教育委員会などから資料を

集めてまとめられました。この本には、県重要無形

文化財に指定されている「尾下菅原神社獅子舞」の

歴史や、幕末から明治にかけて阿蘇、宮崎、大分に

約 2千基の道しるべを建てた尾下地区出身の甲斐有

雄翁の資料などが記されています。

野焼きボランティア
との交流会

(財)グ リーンストックと村山区、村山牧野組
合は、毎年恒例となっている野焼きボランティ

アとの交流会を行いました。これは、野焼きに

協力していただいたボランティアの人たちへの

お礼にと実施しているもので、集まった約100

人の参加者は「毎年楽しみにしている」、「また

参加したい」などと話していました。

●

●   ●

第
２
回

は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

○
開
催
日

○
時
　
間

○
開
催
地

第
１４
回

て
る
て
る
ば
う
ず
コ
ン
テ
ス
ト

梅
雨
時
期
に
行
わ
れ
る

「は
な
し
の
ぶ

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
雨
に
た
た
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
、
屋
外
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、

当
日
の
晴
天
を
願

っ
て
皆
様
方

の
ユ
ニ
ー

ク
な

『
て
る
て
る
ぼ
う
ず
』

の
出
展
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
作
品
の
受
付 ６

月
２７
日

（第
４
日
曜
日
）

午
前
１０
時
３０
分

阿
蘇
野
草
園
は
な
し
の
ぶ
広

場

（休
暇
村
南
阿
蘇
内
）

第
２１
回

「
阿
蘇
の
野
の
花
」
歌
詞
募
集

昨年の作品
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500万 円
※ 2

(300万 円)

400フテFヨ
※ 2

(200万 円)

的
を
上
れ

発
者
以
入
牛
＞

自
職
人
ぃ
ョ
０

非
離

３
雇
る
０

400万 円
※ 2

(200万 円 )

350フラ円
※ 2

(150万 円 )

れ
ま
し
た

地
域
貢
献
事
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る

法
人
を
新
た
に
設
立
し
、
左
記
の
表
に
当

て
は
ま
る
方
を
雇
用
し
た
場
合
に
支
給
で

き
る
奨
励
金
が
、
平
成
１６
年
４
月
１
日
か

ら
更
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

※
１
　
非
自
発
的
離
職
者
を
１
人
以
上
雇

い
入
れ
る
も
の
に
限
る
。

※
２
　
上
段
は
創
業
支
援
対
象
者
の
雇
い

入
れ
が
５
人
以
上
の
場
合
の
上
限
額
、

下
段
は
創
業
支
援
対
象
者
の
雇
い
入

れ
が
３
人
ま
た
は
４
人
で
あ
る
場
合

の
上
限
額
。

地
域
貢
献
事
業
と
は
下
記
の
事
業
を
言

い
ま
す
。

①
個
人
向
け

。
家
庭
向
け
サ
ー
ビ
ス

②
社
会
人
向
け
教
育
サ
ー
ビ
ス

③
企
業

・
団
体
向
け
サ
ー
ビ
ス

④
住
宅
関
連
サ
ー
ビ
ス

⑤
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

⑥
高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

⑦
医
療
サ
ー
ビ
ス

⑧
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス

⑨
環
境
サ
ー
ビ
ス

⑩
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
右
記
以
外
に
も
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
以
前
と
比
較
す
る

と
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

雷
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
熊
本
事
務
所

雇
用
再
生
本
部

■
０
９
６
‐３
１
２
，９
７
０
１

か
ら

ン
タ

ー

職
場
で
働
く
人
々
が
い
つ
ま
で
も
い
き

い
き
と
働
き
続
け
る
た
め
に
は
、
健
康
な

身
体
と
豊
か
な
心
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で

す
。健
康
に
不
安
の
あ
る
方
、
ま
た
病
気
予

防
の
た
め
に
健
康
診
断
の
結
果
を
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

阿
蘇
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
相

談
を
無
料
で
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

億
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

７

‥
３

４

‐
１

１

７

７

Ⅲ
０
９
６
７
‐３
４
‐１
６
１
９

◎
教
養
学
部

①
全
科
履
修
生

（４
年
以
上
在
学
し
、
学

士
を
目
指
す
学
生
）

②
選
科
履
修
生

（１
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

③
科
目
履
修
生

（６
か
月
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
入
学
料

①
２
万
円
　
②
７
千
円
　
③
５
千
円

○
授
業
料
　
１
科
目
１
万
円

※
人
文

・
社
会

。
自
然

。
産
業
等
の
幅
広

い
分
野
の
科
目

（約
３
０
０
科
目
）
か

ら
学
べ
ま
す
。

※
短
期
大
学

・
専
門
学
校
な
ど
か
ら
３
年

次
編
入
学
が
で
き
ま
す
。
（全
科
履
修
生
）

※
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
大
学
院

修
士
科
目
生

（６
か
月
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
入
学
料
　
１
万
円

○
授
業
料
　
１
単
位
１
万
円

※
１８
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学
で

き
ま
す
。

躙
お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学

熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

５

９

１
４

８

９

０

○
申
込
資
格
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

①
現
在
就
職
希
望
し
て
い
る

②
全
日
程
出
席
で
き
る

●   ●

●

■
新
入
団
員

２
分
団
１
部
　
小
崎
　
信
治

３
分
団
２
部
　
西
平
　
好
孝

４
分
団
１
部
　
桐
原
　
勝
幸
、

５
分
団
　
　
　
阿
南
　
龍
太
、

小
林
　
亮
太
、

６
分
団
　
　
　
馬
原
　
孝
平

７
分
団
１
部
　
岩
下
　
政
博
、

８
分
団
２
部
　
後
藤
　
勇
樹
、

１３
分
団
　
　
　
吉
良
山
光
雄

■
再
入
団
員

１２
分
団
　
　
　
下
田
　
修

一

１３
分
団
　
　
　
吉
良
山
和
博

■
幹
部
と
各
分
団
長

団
　
長
　
　
　
荒
牧
　
久
利

副
団
長
　
　
　
吉
良
　
嘉
人
、

本
田
　
勝
幸
、

本
部
員
　
　
　
渡
邊
　
博
実
、

１
分
団

２
分
団

３
分
団

４
分
団

５
分
団

６
分
団

７
分
団

８
分
団

９
分
団

後
藤
　
勝
博
、

甲
斐
　
直
善

工
藤
　
　
栄

本
田
　
清
徳

高
崎
　
堅
誌

本
田
　
逸
雄

岡
田
　
　
清

後
藤
　
　
孝

高
倉
　
清
孝

岩
下
　
和
正

野
尻
　
広
幸

甲
斐
　
光
洋

真
井
　
正
次

吉
良
山
友
二

消防団に新戦力
～辞令交付式～

高森町消防団の辞令交付式が林業総合セン

ターで行われました。藤本町長、荒牧団長を

はじめ、町内13の全分団から約100人が出席

し、階級変更に伴う37人 と新入団員14人 に

辞令が交付されました。

なお、本年度の消防団員数は286人です。

13121110
分 分 分 分
団 団 団 団

みんな楽しく歌つて !

高森駅コンサー ト

高森駅前広場では、高森駅コンサー トが開か

れました。これは、熊本市の音楽団体 「つくし

んぼ」の皆さんが企画して行っているもので、

今年で 3回 目。当日は、あいにくの雨のため客

足は今ひとつでしたが、アコースティックサウ

ンドやフォークミュージックなど素晴らしい演

奏や歌声を披露していました。

高森高校で
藤本町長講演会

高森高校では、藤本町長を講師に迎えて「私の

人生論」と題した講演会を実施。藤本町長は、自

分自身の体験談やこれからのまちづくりについて

などを話され、生徒たちは熱心に聞き入っていま

した。講演を聞き終えた生徒たちは「町長を身近

に感じた。今日の話をこれからの人生に役立てて

■ いきたい」と話していました。

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

山
田

飯
塚
黒
木

佳
慶
圭
祐
英
雄

岩
下
　
　
透

芹
口
　
孝
直

瀬
井
一品
水ヽ

岩
下
本
田

正
三
刀
男
一
夫
利
直

公
庫
融
資
を
ご
返
済
中
の
方
ヘ

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
融
資
の
ご
返
済

で
お
困
り
に
な

っ
た
場
合
で
も
、
安
心
し

て
今
後
の
ご
返
済
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、

返
済
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
と
の
ご
相
談
に
よ
り
、

返
済
期
間
の
延
長
な
ど
お
客
様
の
状
況
に

応
じ
た
返
済
方
法
の
変
更
に
も
柔
軟
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
ご
返
済
中

の
金
融
機
関
か
住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支

店
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

返
済
相
談
担
当

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

７

‐
３

７

０

７

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ

（ス
カ
イ
パ
ー
フ
エ

ク
Ｔ
Ｖ
Ｉ
）
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正

規
の
大
学
で
す
。

◎
募
集
期
間

６
月
・５
日

（火
）
～
８
月
３１
日

（火
）

●

12
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◎お知らせのべ■ジ

30歳以上の雇用調整
針対象者を 1人以上雇
入れる要件

方
い

満 た して
い   る

満 た し て
い な い

満たして
い  る

満たして
い な
―
い

地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励
金

平
成
１６
年
度

第
２
学
期
放
送
大
学
学
生
募
集

■
１
１
、
・

一畢
盪
劇
一

辣
仁̈
‘
ご

|‐

|l� l
J

洲
●

●
■
●
・
　

一
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肋
雛
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さつまいものチーズ入リゴマボーん
□材料 (1人分 )
さつまいも 40g、 砂
糖 5g、 スキムミルク
10g、  卵 黄 5g、  プ
ロセスチーズ 5g、 小
麦粉 3g、 卵 白 5g、
ゴマ適宜、揚げ油適宜

□作り方

①さつまいもは皮をむき、輪切りにして蒸すか、

ゆでて、熱いうちにつぶす。

②①に砂糖、スキムミルク、卵黄を加え、弱火に

かけて手早く練る。

③ひと口に丸め、チーズを中に入れてゴマをまぶ

して、油で揚げる。

イ

〇

新
築
住
宅
に
熊
本
ス
ギ
柱
材
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会
で
は
、
県
内

で
木
材
住
宅
を
新
築
さ
れ
る
方
に
、
乾
燥

ス
ギ
柱
材
を
無
償
で
提
供
す
る

「く
ま
も

と
木
の
住
ま
い
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
提
供
す
る
木
材

１２

ｃｍ
角
ま
た
は
１０

・
５

ｃｍ
角
で
、
長
さ

３

ｍ
。
新
築
の
個
人
住
宅
１
戸
当
た
り

９０
本
を
上
限
。

○
募
集
戸
数
　
第
１
回
目
３５
戸

○
募
集
期
間

６
月
７
日

（月
）
～
６
月
‐８
日

（金
）

亦
お
問
い
合
わ
せ
先

（社
）
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会

ＴＥＬ

０

９

６

１
３

８

２

１
７

９

１

９

推
進
員
の
募
集

県
で
は
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進
を
図
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
活
動
経
験
を
有
す
る
方
で
、
地
域

に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
普
及

啓
発
な
ど
を
進
め
て
く
だ
さ
る
方

（
「男
女

共
同
参
画
推
進
員
」
）
を
募
集
し
ま
す
。

●

○
募
集
期
間

５
月
１７
日

（月
）
～
６
月
３０
日

（水
）

絋
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
男
女
共
同
参
画

・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
推
進
課

（吉
田
）

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

３

‐
１

１

１

１

（内
線
７
４
２
３
）

６
月
は
男
女
雇
用

機
会
均
等
月
間
で
す

熊
本
労
働
局
で
は
、
第
１９
回
男
女
雇
用

機
会
均
等
月
間
行
事
と
し
て

「男
女
雇
用

機
会
均
等
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
ま
す
。

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、
妊
娠

。
出
産
を

理
由
と
す
る
解
雇
や
身
分
変
更
な
ど
の
男
女

差
別
的
取
扱
い
や
、
管
理
職
に
就
く
女
性
が

少
な
い
状
況
な
ど
、
雇
用
の
場
に
お
け
る
男

女
間
の
格
差
は
大
き
く
、
各
企
業
に
お
け
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
組
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ

。
ア
ク
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ

う
に
進
め
れ
ば
よ
い
の
か
、
ぜ
ひ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
社
の
雇

用
管
理
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
６
月
２１
日

（月
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
４
時
１５
分

○
会
場
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本

（熊
本
市
千
葉
城
町
３
‐３１
）

○
内
容
①
均
等
推
進
企
業
表
彰

②
講
演
「女
性
の
活
躍
で
企
業
は
伸
び
る
」

③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン

「女
性
の
活
躍
で
会
社
は
伸
び
る
！
あ

な
た
が
変
え
れ
ば
会
社
も
変
わ
る
」

２
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

５

２

‐
３

８

６

５

よく噛むことは健康の源 !
私たちの食卓に並ぶのは、よく調理された柔 ら

かいものばか りです。 これでは歯や歯 く
゛
きが鍛え

られません。また、子 どもの成長にとっても噛む

ことはとても大切です。噛むことで、だ液の分泌

を促し消化を助ける、脳の働きを活発にするなど、

多くの働きがあります。元気な歯や歯 く
゛
きを作る

ために、普段の食生活を見直し、毎日の食事では、

噛み ごたえのある食材を使いましょう。そ して、

噛んで味わって食べることの大切さを教え、 しっ

かりと習慣づけることが大切です。

●          _

保

健

師
か
ら
あ
な
た

へ
の

価
躍
む
し
歯
に
な
ら
な
い
お
日
の

協
・協
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う

◆
お
日
の
健
康
は
全
身
の
健
康
の
源

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
よ
く
噛
ん
で
、
楽
し
み
な
が

ら
お
い
し
く
食
べ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。
こ
の
こ
と

は
、
心
と
か
ら
だ
の
健
康
を
保
ち
、
生
活
の
質
を
高
め
、
人

生
を
よ
り

一
層
豊
か
に
し
て
い
く
た
め
に
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
あ
ご
の
骨
の
発

達
を
促
し
た
り
、
脳
に
刺
激
を
与
え
老
化
を
予
防
し
た
り
、

だ
液
の
分
泌
を
増
や
し
胃
腸
で
の
消
化
吸
収
を
高
め
た

り
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
殺
菌
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

◆
お
回
の
状
態
は
ど
う
な

っ
て
い
る
？

大
人
の
歯
は
、
親
不
知
を
含
め
て
３２
本
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
８０
歳
に
な
る
と
、
平
均
５
本
程
度
し
か
残

っ
て
い
ま
せ

ん
。
歯
を
失
う
原
因
の
９
割
が
む
し
歯
と
歯
周
病
で
す
。

町
の
子
ど
も
た
ち
の
む
し
歯
の
状
況
を
見
る
と
、
１
歳

６
ヶ
月
児
で
す
で
に
１３
・
３
％
、
３
歳
児
で
３８
・
５
％
の
人

が
む
し
歯
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
１２
歳
（中
学
１

年
生
）
で
の
む
し
歯
保
有
率
は
７９
・８
％
で
、
１
人
当
た
り

３
・
８
本
保
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
も
６
歳
臼
歯
で

は
、
５０
％
が
む
し
歯
に
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

◆
歯
を
守
る
た
め

に

８０
歳
で
２０
本
の
歯
を
保
ち
、
何
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
●

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
の
対
策
が
必
要
で
す
。

む
し
歯
は
、
国
の
中
の
細
菌
と
糖
分
に
よ
り
起
こ
り
、

歯
の
質
が
関
係
し
ま
す
。

１
、
細
菌
は
最
初
に
大
人
の
国
の
中
の
物
が
、
哺
乳
瓶
や
ス

プ
ー
ン
な
ど
を
介
し
て
赤
ち
ゃ
ん
へ
と
移
り
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
専
用
の
食
器
を
使
用
し
、
日
移
し
等
は
止
め
ま

し

よ

う

。

２
、
食
後
、
国
の
中
に
糖
が
残

っ
て
い
る
と
、
細
菌
に
よ
り

ネ
バ
ネ
バ
し
た
歯
垢
と
な
り
酸
を
作
り
歯
が
溶
け
て
き

ま
す
。
歯
の
清
掃
に
よ
り
歯
垢
を
取
り
除
き
ま
し
よ
う
。

３
、
歯
の
表
面
を
覆

っ
て
い
る
エ
ナ
メ
ル
質
を
硬
く
強
く

す
る
こ
と
で
酸
に
溶
か
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
フ
ッ

素
が
そ
の
効
果
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
す
。
フ
ッ
素
入
り

歯
磨
き
粉
な
ど
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

◆
シ
ー
ラ
ン
ト
処
理
の
助
成
が
始
ま
り
ま
し
た

永
久
歯
の
む
し
歯
で
最
も
な
り
や
す
い
の
が
、
乳
歯

の

一
番
奥
に
最
初
に
生
え
る
６
歳
臼
歯
で
す
。
６
歳
臼

歯
は
噛
む
力
が
強
く
、
歯
並
び
の
中
心
と
な
る
と
て
も

大
切
な
歯
で
す
。
し
か
し
、
生
え
て
く
る
途
中
で
乳
歯
と

の
間
に
段
差
が
で
き
て
磨
き
に
く
く
な
り
、
歯
垢
も
つ

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
理
的
に
歯
の
溝
が
深

く
、
歯
ブ
ラ
シ
で
も
う
ま
く
と
ど
か
な
い
部
分
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
む
し
歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
シ
ー
ラ

ン
ト
処
理
と
は
、
そ
の
溝
を
予
防
的
に
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
で
埋
め
る
も
の
で
す
。

今
年
度
か
ら
小
学
校
１
年
生
に
対
し
、
こ
の
処
理
１

本
２
０
０
円
の
助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。
役
場
保
健
推

進
係
で
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
就
学
前
に
生

え
た
６
歳
臼
歯
は
乳
幼
児
医
療
費
で
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

積
極
的
な
む
し
歯
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

に
、
中
小
企
業
の
方
の
相
互
共
済
と
国
の

援
助
で
退
職
金
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
国
の
制
度
で
す
。

◎
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
特
色

○
国
の
制
度
で
す
の
で
安
全

・
確
実

。

有
利
で
す
。

○
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

の
１
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
掛
金
を
納
め
る
だ
け
で
企
業
の
実
態

に
あ

っ
た
退
職
金
制
度
を
手
軽
に
も

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
掛
金
の

一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

○
掛
金
は
税
法
上
、
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
と
し
て
全
額
非
課
税
に
な
り
ま

す
。

○
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
、
企
業
間

を
転
職
し
た
場
合
な
ど
の
通
算
が
で

き
ま
す
。

◎
掛
金
の
種
類

月
額
５
千
円
か
ら
３
万
円
ま
で
の
１６

種
類
で
す
。
短
時
間
労
働
者

（１
週
間

の
所
定
労
働
時
間
が
通
常
の
従
業
員
よ

り
短
く
、
か
つ
３０
時
間
未
満
の
従
業
員
）

は
、
　
２
千
円

。
３
千
円

。
４
千
円
の
特

例
掛
金
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

◎
加
入
の
手
続
き

所
定
の
申
込
書
に
記
入

。
押
印
の
う

え
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
委
託
事

業
主
団
体

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

ＴＥＬ

０

３

‐
３

４

３

６

‐
０

１

５

１

●

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（高
校

卒
業
程
度
）受
験
者
募
集

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

人
事
院
で
は
、　
一
般
官
署
、
税
務
署
等

の
初
級
係
員
を
採
用
す
る
た
め
の
試
験
を

行
い
ま
す
。

○
受
験
資
格

昭
和
５８
年
４
月
２
日

（税
務
区
分
は
昭

和
５９
年
４
月
２
日
）
～
昭
和
６２
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
者

○
申
込
受
付
期
間

６
月
２２
日

（火
）
～
６
月
２９
日

（火
）

○
第
１
次
試
験
日
　
９
月
５
日

（日
）

勒
お
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局

ＴＥＬ

０

９

２

‐
４

３

１

‐
７

７

３

３

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

ＴＥＬ

０

９

２

‐
４

３

１

‐
８

１

７

３

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
退
職

金
制
度
を
持
つ
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業

61l TAKAMORI TOWN-2004.06

いただ
_4-
～ 9

の栄養士
き ま

◎お知らせめぺニジ

ゞ

ロ
ロ
不
か
ら
の
　
　
　
　
ロ

】
１
‘
　

お
知
ら
せ
“



●_0

移
い
たヽ
一に
い
一
・

‘　
　
　
ル‐‐Ａ
・イ
Ъ

ｌ
γ

痴
７
〕

募
往
の
瓜

り

つ
け
ら
れ
た

に
、
阿
蘇
の
山
々

に
見
え
る
、
尾
下
多
々
野
原

氏
神
さ
ま
は
、
尾
下
菅
原
神
社
か

ら
、
長
い
青
竹
の
昇
り
旗
を
先
頭

に
、
お
御
輿
で
や

っ
て
き
ま
す
。

近
づ
く
太
鼓
の
音
に
、
大
き
く
首

を
ふ
る
獅
子
の
舞
い
が
見
え
隠
れ

し
、
割
烹
着
の
ご
婦
人
が
重
箱
を

と
き
、
直
会

（な
お
ら
い
）
の
準

備
が
始
ま
り
ま
す
。
青
竹
で
、
長

け
れ
ば
長
い
ほ
ど
い
い
と
さ
れ
る

昇
り
旗
の
そ
れ
は
、
天
か
ら
降
り

て
く
る
神
様
の
寄
り
代

（し
ろ
）
。

目
印
で
も
あ
り
ま
す
。
長
い
棒
の

先
に
神
様
は
宿
り
、
し
め
縄
を
張

り
巡
ら
さ
れ
た
エ
リ
ア
に
、
神
様

が
降
臨
さ
れ
る
神
聖
な
地
だ
と
す

る
発
想
を
、
私
達
は
も
ち
続
け
ま

し
た
。
古
来
よ
り
私
達
の
神
様
は
、
仏

像
と
か
十
字
架
の
よ
う
に
形
が
あ

り
ま
せ
ん
、
神
様
は
草
木

一
本
に

い
た
る
、
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
も

に
伸
び
た
笹

の
に
宿

っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て

飾 の

た
。
物
を
大
事
に
使
い
続

古
く
な
っ
た
物
が
愛
お
し

が
た
い
。
そ
れ
は
、
物
に

宿
る
と
す
る
、
私
達
の
心

ら
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
新
し
い

稲
わ
ら
で
、
し
め
縄
を
つ
く
り
ま

す
。
祭
壇
に
は
、
新
穂
と
海
山
の

幸
が
捧
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
神
様
か

ら
の

「お
す
そ
わ
け
」
と
し
て
、

頂
く
の
で
あ
り
ま
す
。
新
し
い
稲

わ
ら
で
張
り
巡
ら
さ
れ
た
エ
リ
ア

で
、
自
然
界
の
神
様
の
慈
し
み
に
、

感
謝
し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

相
当
量
を
必
要
と
す
る
、
稲
わ
ら

の
確
保
に
、
米
作
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

上
色
見
中
原
に
、
小
さ
な
祠

の
年

の
祢
神
社

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
裏
手
か
ら
畳
み

一
畳
ほ
ど

の
、
２
５
０
０
年
前
だ
と
推
定
さ

れ
る
、
水
田
遺
跡
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
私
達
は
、　
一
畳
ほ
ど
の
水

田
を
確
保
す
る
た
め
に
、
農
業
土

木
と
い
う
、
と
て
つ
も
な
い
日
本

人
の
現
代
先
端
技
術
に
も
通
じ
る

思
考
を
、
古
代
よ
り
育
て
ま
し
た
。

農
業
土
木
の
発
展
は
、
広
大
な
水

田
の
確
保
を
容
易
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
棚
田
を
み
る
よ
う
な
、
か

つ
て
の
水
田
は
狭
い
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
水
田
遺
跡
か
ら
は
、

稲
わ
ら
を
燃
や
し
た
で
あ
ろ
う
、

大
量
の
灰
と
、
木
の
実
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
自
然
界
か
ら
得
れ
る

食
物
の
恵
み
に
、
灰
は
あ
く
を
抜

き
、
酒
を
造
る
に
は
欠
か
せ
ぬ
も

ヽ
ノ

く
Ｌ
す

θ
）
と
麻
Ｔ

の
で
し
た
。
私
達
の
食
に
、
米
食

が
絶
対
的
な
稲
作
で
は
な
く
、
稲

わ
ら
そ
の
も
の
に
、
価
値
が
宿

っ

て
い
ま
し
た
。
稲
わ
ら
は
、
私
達

の
国
土
を
、
そ
し
て
日
本
人
の
有

り
よ
う
を
、
創
造
し
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

「賜
る
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
私
達
は
お
米
か
ら
お
酒
を

造

っ
て
き
ま
し
た
。
お
正
月
に
は

「お
と
し
だ
ま
」
を
子
供
達
は
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
み

ん
な
神
様
か
ら
の
、
賜
り
も
の
、

歳
は
と
る
も
の
で
は
な
く
、
神
様

か
ら
も
ら
う
、
「歳
賜
る
」
か
ら

の
語
源
が

「お
と
し
だ
ま
」
で
あ

り
ま
す
。

阿
蘇
の
山
々
に
頬
ず
り
す
る
よ

う
に
舞
わ
れ
る
、
尾
下
菅
原
神
社

獅
子
舞
。
私
を
酔
わ
せ
て
く
れ
た

の
は
、
お
酒
だ
け
の
せ
い
で
は
な

く
、
時
を
越
え
受
け
継
が
れ
て
き

た
、
こ
の
大
自
然
と
の
な
り
わ
い

か
ら
発
せ
ら
れ
る
、
今
も
変
わ
ら

ぬ
そ
の
時
間
。
か
つ
て
も
、
こ
う

で
あ

っ
た
ろ
う
直
会

（な
お
ら
い
）

に
、
こ
ば
れ
る
笑
み
こ
そ
、
伝
統

芸
能
の
確
か
な
継
承
を
実
感
し
ま

し
た
。

天
を
指
す

青
さ
は
、
茜

じん   けん   けい   はつ

しょう  かいひょう

《自分を愛することから始まる》

人権という言葉が建前だけで語られることがあり
繹蜃紹介

けん  むずか   かんが              あい て   しんけん

権を難 しく考えすぎるのも、相手に人権

◎育てよう 人の心 自分の心
高森中央小学校 谷 川| あずみ

◎人の心 一つ一つが 大切だ
高森中央小学校 岩 下 美 紅

◎みんな同じ みんな大切 尊い命
高森中央小学校 守 本 智 香

◎ひとこころ 命と同じ 大切だ
高森中央小学校 阿 南 良 樹

◎心のわ みんなといっしょに つくってく
高森中央小学校 東   可南子

◎うれしいな まいにちみれる そのえがお
高森中央小学校 山 本 彩 乃

◎わるぐちは 人をきずつける 第一歩
高森中央小学校 岩 下 こはる

◎ともだちは いるとたのしい
いないとさみしい

高森中央小学校 永 田 悠、 飛

(第 6回高森町人権啓発フェスティバル啓発標語の中から)

よういん

人

伝

ます。

また、

の本質が
を
育
て
た
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

神
様
の
来
臨
を
願
う
、
そ
れ
に

は
天
を
指
す
棒
の
様
な
物
が
、
具

体
的
方
法
で
あ
り
ま
し
た
。
私

達
は
家
を
建
て
る
と
き
、
柱
を
立

て
て
お
祝
い
を
し
ま
す
。
そ
の
柱

に
降
り
立
つ
神
様
が
、
家
族
を
見

守

っ
て
く
れ
る
と
す
る
、
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
最
も
象
徴
的

で
あ
り
ま
し
た
。

豊
か
に
な
っ
た
時
代
、
米
あ
ま

り
だ
と
言
わ
れ
る
時
代
。
日
本
人

は
米
を
主
食
と
す
る
民
族
だ
と
、

疑
い
も
な
く
思
え
る
の
は
、
最

も
近
年
で
あ
り
、
私
達
は
、
本
来

米
食
で
は
な
く
、
稲
作
の
民
族
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
伝
統
的
な
祭
祀
と
か
、
伝
統

芸
能
の
な
か
で
、
新
穂
を
神
に
捧

げ
る
。
祭
壇
に
は
、
新
し
い
稲
わ

わ らない大きな要因になっています。わ
もんだい  むずか          に  こうしょう            たい と

ざと問題を難しくして、逃げ口上にするという態度

をとる人さえいます。
さ べつもんだい    ひと  ひと

差別問題は 「人が人を
さ べつ

差別 しない」 という め て
たんじゅんめいかい  どう

単純明快な道
り

理であります。「
じ ぶん  だオl

自分は誰からも 別さ

らし

極

差

暮

ひ と

とくべつ  もの さ

●   ●

●   ●

じ

れたくない、だか ら自
ぶん  ひと   さ べつ

分も人を差別 しないで
じん

たい」ただそれだけのことで、人
けん          むずか

権をわざわざ難 し
かんが   ひつよう

く考える必要はないものなのです。
どう わ もんだい  かん             れき し

同和問題に関しては、その歴史 深さか ら問題を

に取 り組むため
おも       じ

むず

難
/サ
,      こ

'ヽ

と

しくする人́がいます。しかし、

に特別な物差しやテクニックが必要だと思うこと自
た0ヽ                                み かた  す

体がおかしなことです。そのような見方を捨てて、

私たちは本質から人権をとらえていかなくてはなり

ません。そのためにはすべての人が人権を自らの課

題として考えていくことが大切なことです。その出

発点は、まず、「自分を愛すること」から始めましょう。

ひつよう

高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長
　
未
↑
　

田

〉
国
民
年
金
だ
よ
り

〈

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
全
国
ど
こ
の
指
定
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
可
能
に
な
り
ま
し
た

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
窓
国
が
、
全
国
の
銀
行
、
郵
便

局
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協
及
び
漁
協
等
の
ほ
か
、
新

た
に
指
定
さ
れ
た
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
窓
口
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
た

め
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
た
納
付

書
が
必
要
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
で
使
用
で
き
る
納
付
書
に
は
、
裏

面
に
コ
ン
ビ
ニ
の
窓
口
で
納
付
で
き
る
旨
記
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●

コ
ン
ビ

ニ
で
使
用
で
き
る
納
付
書

①
平
成
１６
年
２
月
か
ら
３
月
の
間
に
社
会
保
険
庁
か
ら
お
送
り

し
て
い
る
納
付
書

新
し
く
２０
歳
に
な
っ
た
方
や
、
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
な

ど
、
年
度
の
途
中
で
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な
っ

た
方

へ
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

②
平
成
１６
年
４
月
以
降
に
お
送
り
す
る
納
付
書

現
在
す
で
に
被
保
険
者
で
あ
る
方

へ
、
毎
年
４
月
、
そ
の

年
の
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
分
の
納
付
書
を
お
送

り
し
て
い
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
、
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

で
き
る

コ
ン
ビ

二

〇
セ
ブ
ン

・
イ
レ
ブ
ン
　
○
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
／
ヤ
マ
ザ
キ

デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
　
○
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
　
○
ミ
ニ
ス
ト
ッ

プ
　
○
ロ
ー
ソ
ン
　
○
ポ
プ
ラ
／
生
活
彩
家
／
く
ら
し
ハ
ウ
ス

妙
お
問
い
合
わ
せ
先
　
熊
本
東
社
会
保
険
事
務
所

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

６

７

‐
２

５

０

０
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税
務
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（税
務
大
学
校
生
）
募
集

一

人
事
院
と
熊
本
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員

（税
務
大
学

校
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

税
務
職
員
に
は
、
仕
事
の
性
質
上
、
豊
か
な
人
間
性
と

高
度
の
知
識
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（税
務
）
試
験
に
合
格
し
採
用

さ
れ
ま
す
と
、
全
員
が
税
務
大
学
校
普
通
科
に
入
校
し
、

１３
か
月
間
、
大
学
水
準
の
教
養
と
税
務
職
員
と
し
て
必
要

な
専
門
知
識
を
修
得
す
る
た
め
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
税
務
署
に
配
属
さ
れ
、
国
税

の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
募
集
要
項
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
受
験
資
格

昭
和
５９
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

○
申
込
書
の
受
付
期
間

６
月
２２
日

（火
）
～
６
月
２９
日

（火
）
（消
印
有
効
）

○
第
１
次
試
験
　
９
月
５
日

（日
）

躙
お
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局
　
ＴＥＬ
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
　
ＴＥＬ
０
９
６
‥
３
５
４
‐
６
１
７
１

阿
蘇
税
務
署
総
務
課
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１

●

七
夕
ま
つ
り

一閉
」籐
の̈
お
知
チリ
感

７
月

４
日

（日
）
～

７
月

７
日

（水

）
午

前

９
時

～
午

後

８
時

鱚
催
し
も
の

。
７
月
４
日
～
７
日
…
…
高
森
物
産
品
販
売

小
中
学
生
七
夕
書
道
展

・
７
月
４
日
…
…
…
…

…
七
夕
飾
リ
コ
ン
テ
ス
ト

や
ま
め
つ
か
み
ど
り
大
会

※
渋
滞
や
騒
音
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

尚
お
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
　
ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
８
１
）

夏
季
に
お
け
る山
岳
遭
難
の
防
止

夏
季

（６
月
～
８
月
）
は
、
家
族
や
職
場
で
の
登
山
や
　
・

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
山
を
楽
し
む
人
達
も
多
く
な
り
ま
す
　
一

が
、
軽
装
等
の
気
軽
な
気
持
ち
で
い
け
ば
、
遭
難
事
故
の

発
生
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
山
岳
遭
難
の
状
況

本
県
で
は
、
平
成
Ｈ
年
以
降
５
年
間
で
２９
件
、
３３
人

の
山
岳
遭
難
が
発
生
し
、
３
人
が
亡
く
な
ら
れ
、
９
人

が
重
傷
を
負
っ
て
い
ま
す
。

◎
登
山
上
の
注
意
事
項

こ
の
時
期
に
登
山
を
さ
れ
る
方
は
、
次
の
こ
と
を
よ

く
守
っ
て
安
全
な
登
山
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
余
裕
あ
る
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

・
服
装
や
装
備
品
等
は
入
山
前
に
十
分
点
検
し
、
取
扱

い
に
も
慣
れ
て
お
き
ま
し
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
単
独
登
山
は
避
け
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
経
験
や
技
術
、
体
力
に
合

っ
た
登
山
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
発
前
に
気
象
情
報
を
必
ず
確
か
め
ま
し
よ
う
。

・
適
度
に
休
憩
を
と
り
、
無
理
な
登
山
は
避
け
ま
し
よ
う
。
　

・

・
無
線
機
等
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。
携
帯
電
話
を
持

っ

て
い
る
方
は
、
必
ず
携
帯
し
、
電
池
切
れ
に
備
え
て

予
備
電
池
も
準
備
し
ま
し
よ
う
。

高
森
敬言
察
署
　
ＴＥＬ
６
２
‐
０
１
１
０
●

花
見
弁
当

征
ヽ
中国

心ヽ

消
防
の
仕
事
は
ｓ
消
防
署
だ
け

で
は
で
き
ま
せ
ん
Ｐ
¨

消
防
署
で
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
２４
時
間
待
機
し
て
、
火

災
や
救
急
が
起
き
た
と
き
の
た
め
に
備
え
て
い
ま
す
。
勤

務
体
制
は
、
多
い
と
き
で
も
７
人
、
少
な
い
と
き
で
は
５

人
と
少
人
数
で
す
。
実
際
に
火
災
が
起
き
る
と
１
人
を
残

し
て
全
員
出
場
し
て
い
ま
す
が
、
建
物
火
災
等
に
な
る
と

と
て
も
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
ず
、
消
防
団
の
方
々
の
力
を

お
借
り
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
重
篤
な
救
急
事
案
で
は
、
そ
ば
に
い
る
人

（バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
と
い
い
ま
す
）
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
助

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
急
病

や
事
故
で
は
、
３
分
以
内
に
心
肺
蘇
生
を
始
め
た
方
が
い

い
の
で
す
が
、
３
分
で
救
急
車
が
到
着
で
き
る
範
囲
は
非

常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
火
災
や
重
篤
な
救
急
救
助
が
発
生
し
た
場

合
は
、
非
番
の
職
員
を
招
集
し
て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
非
番
職
員
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
は

「阿
蘇
町

の
中
部
消
防
署
」
、
「高
森
町
祭
場
の
野
尻
草
部
分
駐
所
」

が
対
応
し
ま
す
の
で
到
着
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
を

ご
理
解
願
い
ま
す
。

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

南
部
分
署

火
事

・
救
急

・
救
助
は
１
１
９
番
ＴＥＬ

６

２

‐

９

山
門
た
た
く
水
貰

ァ

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

蹴
た
く
っ
て
行
く
蕗
の
菫

史芸

ば
い
か

て
た
か

花
見
弁
当
　
婦
が
徹
夜
の
豪
華
版

頭
の
体
操
　
五
七
五
で
書
く
日
記

無
関
心
　
夜
中
も
居
ら
ん
子
供
部
屋

し
ゃ
が
ま
ん
か
　
あ
ん
た

一
人
が
客
で
無
ア

花
見
弁
当
　
病
床
に
枝
添
え
て
く
る

こ
そ
ば
い
か
　
仏
も
く
し
ゃ
み
す
る
弔
辞

無
関
心
　
茶
髪
に
タ
バ
コ
街
え
て
も

花
見
弁
当
　
チ
ク
ワ

カ
マ
ボ
コ
こ
だ
く
っ
て

こ
そ
ば
い
か
　
郷
土
史
家
て
ち
触
れ
て
あ
る

花
見
弁
当
　
パ
パ
は
朝
か
ら
場
所
取
り
に
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●

旬
の
食
材
詰
め
て
あ
る

雛
壇
に
身
の
細
る
ど
う

っ
て
　
人
の
不
手
際
突
つ
き
よ
る

松
野
　
笑
声

後
藤
　
愛
子

佐
楢
見
乱
坊

馬
原
　
馬
笑

桐
原
　
白
酔

渡
辺
　
雲
海

佐
藤
多
可
雄

田
上
黙
公
子

後
藤
　
信
子

佐
藤
　
重
信

佐
伯
　
文
を

林
　
　
不
忘

上
井
加
根
女

●

卒
業
式
着
物
似
合
ふ
娘
と
な
り
ぬ

春
泥
に
路
ゆ
ず
ら
れ
て
遠
会
釈

春
昼
の
バ
ス
居
眠
り
の
二
三
人

小
鳥
来
て
く
ち
ず
け
許
す
紅
椿

家
普
請
屋
根
で
昼
飩
の
四
温
か
な

苗
木
市
買
ふ
目
を
も

っ
て
巡
り
け
り

春
茜
阿
蘇
の
噴
煙
染
ま
り
け
り

良
縁
を
祈
り
て
雛
な
納
め
け
り

昭
　
子

ウ
ミ
オ

喜
　
弥

ア
キ
ラ

肥

後

狂

句

水
無
月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

（根
子
岳
会
文
芸
ク
ラ
ブ
）
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